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編入学・学士入学（第３年次）試験 

 

２０２７年度 大阪公立大学 

 

＜工学部 都市学科＞ 
 

専門科目  問 題 
（都市学基礎） 

 
 

解答時間 150 分 
 

 

 

注 意 事 項 

 

１． 問題冊子は，監督者が「解答始め」の指示をするまで開かないこと。 

 

２． 問題冊子は全部で４ページである。脱落のあった場合には申し出ること。 

 

３． 解答用紙（５枚）及び下書き用紙（３枚）は別に配付する。脱落のある場合には

申し出ること。 

 

４． すべての解答用紙の所定欄に，受験番号を丁寧に記入すること。 

 

５． 解答は，すべて解答用紙の所定欄に記入すること。 

 

６． 解答に字数の制限があるときは，句読点や記号も含めて数えること。 

 

７． 解答以外のことを書いたときは，該当箇所の解答を無効とすることがある。 

 

８． 解答用紙の裏面は計算等に使用してもよいが，採点はしない。 

 

９． 問題冊子の余白は下書きに使用してもよい。 

 

１０． 解答終了後，配付された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子及び下書き用

紙は持ち帰ること。 

 

１１． 本試験問題の一部あるいは全部について，いかなる方法においても複写・複製な

ど，著作権法上で規定された権利を侵害する行為を行うことは禁じられていま

す。 
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第３問 

 

 図-3 のように質量Ｍの重りが長さＬの棒の中央部分に太いロープで吊るされ，棒の右端

は細いロープで鉛直な壁に点 A で固定されている。また，棒の左端は壁とヒンジ（回転が

可能な支点）によって点 O で固定され，棒は水平に保たれている。細いロープの張力をＴ，

重力加速度を g とし，太いロープは細いロープよりも十分に強く，棒は十分に剛性が高い

ものとする。ロープおよび棒の質量は無視できる場合，以下の（１）～（３）の問いに答え

なさい。ただし，角度 θ は 0～90°の角度とする。 

 

 
図-3 重りを吊るした棒をロープで斜めに引っ張っている様子 

 

（１） 棒と細いロープのなす角度 θ が 30°である場合，ロープの張力 Tの値をMと gを用

いて示しなさい。 

 

（２） 壁と細いロープを固定している点 A を上へ移動させて角度 θ を大きくした場合，ロ

ープの張力 Tは（１）の場合に比べて大きくなるか，あるいは小さくなるか，根拠

を示して答えなさい。 

 

（３） 細いロープが破断する強度が
1

√2
 M･g である場合，細いロープが破断しないために

は角度 θ はどのような条件を満足する必要があるか答えなさい。 

 

 




